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校長 木部 正実  
 

もうすぐ 2024 年が終わろうとしています。辰年の今年は、「新しいことを始
めて成功する、今まで準備してきたことが形になる縁起のよい年」でした。この
ことをまとめて私が作った造語が「新始成功・準備形成」です。みなさんは今年
何か新しいことを始めたり、準備してきたことが形となって表れたりしたでしょ
うか。 
島上小の子どもたちは常に新しいことにチャレンジしています。今年から始め

たことでいうと、まずは「あいさつマスター」です。自分が立てためあてをクリ
アし、進んで元気よくあいさつできる人が選ばれます。現在、１５名が「あいさ
つマスター」として認定され、あいさつの輪を広げています。また、１１月に開
催した持久走記録会では、めあてを達成して自己ベストの記録を出した人がもら
える「キラリ賞」には３３名が受賞しました。今は、体育館に設置した鉄棒を使

っていろいろな回り方に挑戦している子どもたちがたくさんいます。安全面を考
え、先生がいないと鉄棒が使えないきまりにしてあるので、休み時間になると子
どもたちが職員室に来て「鉄棒をするので来てください」とお願いに来ます。 
さらにうれしいことがありました。それは５年生が私の所に来て「４～６年生

が休み時間に体育館を使える日を増やしてほしい」とお願いに来たことです。私
は「気持ちは分かったので、体育館を使える日をどのようにすれば全校のみんな
が納得するか提案をしてください」とお願いしました。現在、話し合っていると
ころです。その他にも私の所に来て「～をしたいのですが･･･」と相談に来る子
どもがいます。このように、自分のため・学校のため・みんなのためによりよい
ことをしようと動いている子どもたちの姿をとてもうれしく思います。ぜひそれ
ぞれの思いが実現することを願っています。 
これから中学校の部活動が大きく変わります。６年生が中

学校に進学する来年度から本格的に変わり、土・日の部活動
が休みになったり、地域クラブで活動できるようになったり
します。そうなると、土・日の部活休止日をどのように過ご
すかを自分で決めて実行する力が問われてきます。周りで決
めた通りに動くのではなく、自由な時間を使って自分を成長
させるためにどのように行動するかを考え、実行する「セルフコントロール」の
力を付けることが重要なのです。この力を育てるためには、周りの大人のサポー
トがとても重要です。うまくいっている子には褒め、うまくいっていない子には
励まし、悩んでいる子には相談にのる。子どもの思いに寄り添いながら支えてい
くことで、子どもたちは成長します。  
まもなく冬休みが始まります。この冬休みも子どもたちがセルフコントロール

の力を伸ばすチャンスです。子どもたちが残り少ない今年１年をやり切り、気持
ちよく新しい年を迎えることができるよう、ご協力をお願いいたします。  
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 今年度の冬休みは先述したセルフコントロールの力を付けるため、「冬休み
生活表」を配付します。今回は２つの課題に取り組みます。  
 
①「学習課題」：学校から出された学習課題を計画的に取り組みます。  
②「にこキラプラン」 

自分で学習以外に取り組むことを決めます。早寝・早起きやお手伝
い、運動、メディア時間など、毎日取り組むことが原則です。  

 
ご家庭によっては、冬休みにいろいろな予定があったり、お子さんの習い

事などがあったりすると思います。事前に用紙を持ち帰るので、冬休みの予
定を確認しながら、お子さんが「学習課題」と「にこキラプラン」が計画通

り達成できるよう、めあてや計画を立てるときに相談にのってください。よ
ろしくお願いいたします。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５５回新潟県ジュニア美術展覧会  

 優秀賞 ２年：原 ひかり  

第７４回 新潟県競書大会  

金 賞 ６年：酒井愛乃音、野口 美月、若林 美音  

第３５回 新大全国硬筆大会  

 準特選 ５年：野崎 香帆 ６年：加藤 想来  

 

 

 

 

 

 

 

【 チェック】 よていよりできた： ◎ よていどおり： 〇 できなかった： △ 

月日 
曜

日 

予  定  

ならいごと 

学  習  課  題  
にこキラ 

プラン 

計   画  チェック チェック 

12/21 土      

22 日      

23 月      

24 火      

25 水      

26 木      

27 金      

28 土      

29 日      

30 月      

31 火      

1/ 1 水      

2 木      

3 金      

4 土      

5 日      

6 月      

7 火      

《学習課題》 

☆プリント〇まい・・○プ  

☆読 書 ・・・・・○本  

☆ドリルパーク・・・○ド  

☆ 

《にこキラプラン》 

 自分で冬休みに取り組むことを下に書きましょう。 

（例）早ね・早おき、お手伝い、運動、メディア時間  

  年 名前             

冬休み生活表 
にこキラプランには、学習課
題以外に取り組むことを具体
的に書きます。  

○プ  ○ド  

○プ  ○本  ◎ 〇 

◎ △ 

その日計画したことができた

かどうかをチェックします。  

親せきの家に行く  

スイミング  

お休み 〇 〇 

１日のメディア時間を２時間にする  

【生活表の記入例】  

その日にやる学習課題を記号
で書きます。家の用事等で学
習ができない日は「お休み」
と書いてください。  

その日の予定や習い事を書きます。  

毎日◎か〇に
なるように  
がんばろう！  

《安全・安心な冬休みをお過ごしください》  

 冬休みのきまりについては、４月に配付した「学校基本ガイド」に記載

されていますのでご確認ください。もし、ご家庭にない場合はご連絡くだ

さい。なお、12/27～1/3 は閉庁日となっております。 

緊急な場合は教育委員会にご連絡ください。 TEL 080-8750-2925 

 


